
飯塚市庄内生活体験学校指定候補者の選定結果 

 

 

飯塚市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成 18 年 3 月

26 日飯塚市条例第 13 号）第 5 条の規定に基づき、指定候補者として、以下のと

おり選定した。 

 

 

1. 施設概要 

 名  称：飯塚市庄内生活体験学校 

 所 在 地：飯塚市有安 958 番地 1 

設置の目的：集団での生活及び大人との協働作業による世代間交流を通し

て、子どもたちに自立、自律、技能等を体得させるとともに、

生活文化を伝承し、創造していくため、生活体験学校を設置

する。 

条 例：飯塚市庄内生活体験学校条例 

        （平成 18 年 3 月 26 日飯塚市条例第 98 号） 

 

 

2.指定予定期間 

令和 7 年 4 月 1 日から令和 12 年 3 月 31 日 

 

 

3.指定候補者 

名 称：特定非営利活動法人体験教育研究会ドングリ 

所在地：福岡県飯塚市有安 958 番地 1 

代表者：理事長 正平 辰男 

 

 

4.選定経緯 

  令和 6 年 5 月 10 日～ 5 月 31 日  申請要項配付 

5 月 13 日               現地説明会 

5 月 30 日～ 5 月 31 日   受付期間 

             7 月 5 日               第１回指定管理者選定委員会                    

                                ①飯塚市庄内生活体験学校の現地調

査を行い、施設概要や管理・運営

状況を把握 

                    



 ②施設所管課へのヒアリング及び申 

請者から提出された書類の審査 

③プレゼンテーションに際しての協 

議 

7 月 24 日        第 2 回指定管理者選定委員会 

               ①申請者による事業計画等のプレゼ 

                             ンテーション 

②申請書類及びプレゼンテーショ 

ンにおける申請者への質疑応答 

③選考基準に基づく採点及び審議 

                   指定候補者決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5.選定基準及び評価点 

申請者

特定非営利活動法人体験教育研究会ドングリ

利用者の平等な利用の確保 (1) 利用者の平等な利用の確保が図られているか

個人情報保護対策
(2) 秘密保持、個人情報保護についての措置が十分

とられているか

施設の設置目的の理解 (3) 施設の設置目的の理解がなされているか。

管理運営理念・方針
(4) 施設の性格や設置目的を踏まえた管理運営に対

する理念や基本的方針が示されているか

事業計画、方針

(5) 事業運営に対する熱意や意欲があるか

(6) 施設の利用促進への具体的提案がなされている

か

(7) サービス向上が見込める提案がなされているか

(8) 施設の効用を発揮できる効果的な提案であるか

(9) モニタリングに対する考え方は適切であるか

事業収支計画

(10) 収支計画が適正で施設の管理運営に係る経費の

縮減が図られているか

(11) 見積額

(12) 地元人材の雇用や障がい者、高齢者の雇用への

取組みに十分な配慮がなされているか

(13) ワークライフバランスの充実や男女共同参画の

推進に向けた取り組みはなされているか

(14) 再委託や物品調達などについて市内の企業等の

積極的な活用に充分な配慮がなされているか。

業務実績 (15) 同種・同類の業務実績があるか

実施体制

(16) 団体の運営体制の安定性・継続性は確保できる

か

(17) 有資格者を含めて人的配置は十分であるか

(18) 危機管理体制、安全対策は十分であるか

(19) 指定管理者の帰責事由による損害賠償等のリス

クに対応できるか

経営基盤
(20) 経営基盤（安定性・信頼性・透明性・公平性）

は十分であるか

(21)施設の特性に合致し、有効活用を促進するため
の自主事業が提案されているか

(22)生活体験活動の情報収集・発信の拠点としての
提示が可能なものとなっているか

(23)ボランティア団体との連携・協議体制と、生活
体験活動推進のための人材育成に関する内容が適切
に示されているか

(24)生活体験活動に関する独創的なアイデアが示さ
れているか

823

960

85.72%

選　　　定　　　評　　　価　　　書

選定基準 審査項目

(1)    指定管理施設の利用に関し不当な差別的取り扱いを行われる恐れがないこと

(2)    事業計画が指定管理施設の設置目的に即した適切なものであること

73

73

340

203

(3)    指定管理施設の効用を最大限に発揮するとともに管理経費の縮減が図られるものであること

地域との連携、社会貢献

得　点　率　（総　合　計/総　得　点）

(5)   その他の提案、特色に関する事項

生活体験学校の推進

134

(4)    指定管理施設の管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有していること

総　合　計

総　得　点（満　点）

 



 6. 選定理由 

 (1)  利用者の意見を反映し、次に活かしている。具体的にはアナログからデ

ジタルを取り入れて事業での意見を、Googleform を取り入れて柔軟に対応

している点が評価できる。 

 (2) 幼児から児童までの体験活動の場が非常に少なくなっており、特にこの

ような土を使った農業体験が、それぞれの園や学校では十分にできない状

況のなか、幼児教育まで手を広げられ、子どもたちの非認知能力を高める

ための活動を支える施設として有効であるという点が評価できる。 

 (3) スタッフをはじめ、経験豊富な方がいる点が評価できる。 

(4) きちんとした研修が行われているため、大きな事故がなく、預ける親と

しては、そういった点が安心できる。スタッフの育成をこのまま続けてい

ただくことを期待する。 

(5) 市からの指定管理料だけではなく、他にも助成事業などを積極的に探し

ている点が、事業運営に対して非常に前向きであり評価できる。  

(6) この時代に子どもたちが土に触れながら、いろんな体験をしていくこと

ができることが本当にありがたく、このまま継続いただくことを期待する。 

(7) 施設内及び外の農園が非常に整理整頓されている点が評価できる。 

(8) 物価高騰の中で工夫を行い、指定管理料・参加費で運営しているところ

が評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 


